
ゴルフネット

骨組みは20mm程度の
鉄製パイプ

トラック用のホロシート又は
レジャーｼｰﾄでも良い。
ボールが必ず穴に向かって
転がるように傾斜をつける
ゴルフネットを張った上に
ホロシートを張っています。
そうすることでシートは丈夫に
なります。

ボールが落ちる穴
コートボックスに入った
ボールが穴に落ち、再び
発射機から飛び出します。

ボール止め
転がってきたボールが
手前に飛び出すのを
防ぎます。
アルミ板を半曲げにして
作成

ボール止めカーテン
低いボールを打ってしまった場合
このカーテンがボールをキャッチし
ボールが遠くへ転がっていくのを防ぎます。

ボール発射機
不要な廃品モーター、プーリー
Vベルトなどを使って自作しましたが
市販のトスマシーンなどを使っても
良いでしょう。

ボールのバウンド防止カーテン
このカーテンが無いとボールが
背面のネットではじかれてコート
ボックスから飛び出してしまいます。
取り付けは必ず天井のみにする事。
　　　　　(サイドを固定しないこと)
カーテンの長さはは裾とｼｰﾄの間が
10ｃｍ～20ｃｍ程度が良い。
ゴルフネットを使用しています。

ネットの高さと同じ
91.4ｃｍにすること

市販のトスマシーン
3万円前後

【自作テニスマシーンの仕組み】
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上から見た図

バッティングバー

横から見た図

モーター Vベルト

プーリー

高速で回り続けているバッティングバーが
落ちてきたボールを叩き飛ばす仕組みです。

【ボール発射機の仕組み】

製作上大事なこと

①
コートボックスに入ったボールを速やかに
確実に発射機行きの穴に落ちるようにシートの
傾斜をつけること。

②
穴に落ちたボールが確実に発射機に入るよう
ガイドを工夫すること。

この二つがとても大事です。

私はこれを作成した頃は溶接エンジニアを
やっていましたので組み立てはいとも簡単に
できましたが溶接等の技術がない方は
ちょっと難しいと思います。

ゴルフネットはもらい物、その他の材料はすべて廃材(スクラップ)を
使用しましたので制作費はネットをくくりつけたりするタキリテープと
長い電源コード購入で1500円ぐらいでした。

ここはバッティングバーが通過するが
ボールは落ちないという隙間にする

モーター

ボールガイド　ボールをバッティングポイントにうまく誘導する

市販のトスマシーンを使用する場合はコートボックスの下に置いて
ボールがトスマシーンに戻るよう工夫すれば良いでしょう。

バッティングバー コートボックスの穴から落ちてきたボール


